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　11 月 11、12 日 に 2003 年 度
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Rice 大学の J. M. Tour ら、J. Am. 















（K.W.Guarini et al. “Low voltage，
scalable nanocrystal FLASH 
memory fabricated by templated 
self assembly”）。
　複雑な構造を組み上げるための
基本構成要素となる物質の種類（無
機・有機・ハイブリッド・生体物質）・
形状も多様性を増し、一部では、
単に特定の構造の形成・配置に留
まらず、構造に特有な特性・機能
を発揮させる研究成果が出始めて
いる。低環境負荷・省エネルギー
で種々の構造を構築する自己組織
化プロセスに関する研究が、様々
な技術と結びつき発展していくこ
とが期待される。
